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1 1 25ページ　9. 2020プランの評価

2020プランで掲げた目標値に対する達成状況について
2020プランの評価として、2020プランで掲げた目標値に対す
る実績値等が記載されているが、平成28年度の実績値と比較し
て、令和2年度の実績値の方が下がっている項目がかなり見受
けられる。なぜ下がったのかという分析はされたのか。

平成28年度の実績値と比較して、「地域社会で男女の地位が平等と考える市民
の割合」は5.5ポイントの低下、また、「教育の場で男女の地位が平等と考える市
民の割合」は7.8ポイントの低下と、令和2年度において、この2つが特に大きな変
化があった項目となっています。
地域社会において、近年男女共同参画についての意識は徐々に広まりつつありま
すが、本市における「女性の代表または副代表のいる自治会の割合」も7.8%未
満と1割未満であることなど、地域社会における女性の参画率の拡大等において、
平成２８年度から令和2年度の5年間に、現状大きな変化が見られないことも要因
であると考えています。
また、教育の場における男女共同参画については、近年発生した大学入試におけ
る女性差別など、全国的な状況も影響したことを含め、いまだ様々な問題が残って
いることが低下した要因であると考えています。

2 33ページ 第4章 施策の展開
基本目標Ⅰ「一人ひとりの人権を尊重する意識づくり 」
目標値2「男女共同参画に関するイベントへの参加者数」

25ページ 9.2020プランの評価
基本目標Ⅰ意識づくり「男女共同参画市民のつどい」新規参
加者数との整合性について
33ページでは、基本目標Ⅰ「一人ひとりの人権を尊重する意識
づくり」において、「男女共同参画に関するイベントへの参加者
数」が目標として掲げられているが、25ページでは、「『男女共
同参画市民のつどい』新規参加者数」となっている。この違いは
何か。整合性に疑問を感じる。

2020プランにおいては、「『男女共同参画市民のつどい』の新規参加者数」を目
標としておりましたが、本市では、男女共同参画の啓発事業として、男女共同参画
市民のつどいに限らず、男女共同参画推進員向けの研修会なども実施しているこ
とから、目標を見直し、2030プランでは、「男女共同参画市民のつどい」から「男
女共同参画に関するイベント」に変更しました。また、男女共同参画についての意
識向上を図る指針の一つとして、イベントへの参加者人数を目標値としています。
そのためには、新規参加者数だけでなく、継続して参加いただいている方の人数
の計上が必要となることから、同様に目標を見直し、2030プランでは、「新規参加
者数」から「参加者数」に変更しました。

3

男女共同参画社会の実現に向けての重点取組
近江八幡市として、これからの10年に何を重点的に取り組むの
か。

2030プランにおける14項目の重要課題がある中
・政策・方針決定の場への女性の参画の拡大（基本目標Ⅱ　重要課題1）
・誰もが安心して暮らせる仕組みづくり（基本目標Ⅲ）
・防災分野での男女共同参画の推進（基本目標Ⅳ　重要課題3）
の3項目について特に向上できるよう取り組んでいきます。

男女共同参画おうみはちまん2030プラン-男女共同参画近江八幡市行動計画-（素案）にかかるパブリックコメント（意見及び回答）


